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著
者
に
つ
い
て

宍
戸
儀
一

　
こ
の
作
品
を
書
い
た
マ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
・
シ
ェ
リ
ー
（M

ary W
allstoncraft Shelley

）

は
、
一
七
九
七
年
に
生
れ
た
。
生
れ
て
数
日
の
う
ち
に
母
が
亡
く
な
っ
た
が
、
こ
の
母
こ
そ
、
女
権
論
者
と
し

て
有
名
な
『
婦
人
の
権
利
の
擁
護
』
の
著
者
マ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
で
、
イ
ギ
リ

ス
無
政
府
主
義
理
論
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
妻
で
あ
っ
た
。
母
を
失
っ
た
マ
リ
ー

は
、
こ
の
父
の
暖
か
い
薫
陶
の
も
と
に
育
っ
た
が
、
牧
師
を
辞
め
て
文
筆
生
活
に
入
っ
て
い
た
父
の
、
ぺ
イ
ン
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
、
ラ
ム
、
サ
ウ
ジ
ー
等
、
文
人
や
思
想
家
と
の
交
友
を
通
し
て
刺
戟
を
受
け
、
少
女
期
を
過
ご

し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
な
ど
の
荒
涼
た
る
自
然
を
通
し
て
、
独
自
の
想
像
力
を
養
っ
た
。
マ
リ
ー
自
身
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ダ
ン
デ
ィ
ー
附
近
を
流
れ
る
テ
イ
河
の
北
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。
「
そ
こ
を
回
顧
す
る
と
、
が
ら
ん
と
し
て
も
の
さ
び
し
い
所
な
の
だ
が
、
当
時
の
私
に
は
そ

う
見
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
由
の
ア
イ
ア
リ
（
猛
鳥
の
巣
）
で
あ
り
、
自
分
の
幻
想
の
被
造
物
と
交
わ
る

こ
と
の
で
き
た
、
誰
も
顧
み
な
い
、
楽
し
い
地
方
で
あ
っ
た
。
」

　
父
は
、
無
政
府
主
義
的
、
共
産
主
義
的
な
理
論
の
一
古
典
と
し
て
知
ら
れ
る
例
の
『
社
会
的
正
義
に
関
す
る

研
究
』
の
著
者
と
し
て
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
を
駁
し
、
無
政
府
社
会
の
理
想
を
熱
切
に
説
い
た
が
、
そ
の
客

間
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ
て
深
い
影
響
を
受
け
た
若
者
の
一
人
に
、
後
に
バ
イ
ロ
ン
、
キ
ー
ツ
と
と
も
に
近
代
イ
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ギ
リ
ス
の
三
大
詩
人
と
謳
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
パ
ー
シ
ー
・
ビ
ッ
シ
・
シ
ェ
リ
ー
が
あ
っ
た
。
シ
ェ
リ
ー
は
は

じ
め
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
席
を
お
い
た
が
、
『
無
神
論
の
必
要
』
（
一
八
一
一
年
）
を
書
い
て
学
校
か

ら
追
放
さ
れ
、
革
命
詩
人
と
し
て
の
天
才
的
光
芒
を
ま
す
ま
す
鮮
か
に
示
し
つ
つ
あ
っ
た
。
マ
リ
ー
は
、
こ
の

シ
ェ
リ
ー
と
親
し
く
な
り
、
つ
い
に
二
人
で
ス
イ
ス
へ
の
旅
に
出
か
け
、
シ
ェ
リ
ー
の
最
初
の
妻
ハ
リ
エ
ッ
ト

が
自
殺
し
た
の
で
、
正
式
に
結
婚
し
、
イ
タ
リ
ア
へ
移
住
し
た
。
ミ
ラ
ノ
を
振
り
出
し
に
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ナ

ポ
リ
、
ロ
ー
マ
、
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等
を
め
ぐ
り
、
一
八
二
九
年
に
ピ
サ
に
定
住
す
る
こ
と
に
し

た
。
三
年
後
の
一
八
二
二
年
に
、
湖
水
で
舟
が
覆
っ
て
シ
ェ
リ
ー
が
溺
死
し
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
言
う
ま
で
も

な
い
。
あ
と
に
残
さ
れ
た
マ
リ
ー
の
哀
し
み
は
察
す
る
に
余
り
が
あ
る
。

　
マ
リ
ー
は
一
八
五
一
年
ま
で
生
き
、
そ
の
あ
い
だ
に
、
イ
タ
リ
ア
中
世
期
に
取
材
し
た
『
ヴ
ァ
ル
ペ
ル
ガ
』

（
一
八
二
三
年
）
、
未
完
成
に
終
っ
た
『
最
後
の
人
』
（
一
八
二
六
年
）
、
な
か
ば
自
伝
的
な
『
ロ
ド
ー
ア
』

（
一
八
三
五
年
）
等
の
作
品
を
書
い
た
り
、
夫
シ
ェ
リ
ー
の
詩
の
編
集
に
従
事
し
た
り
、
紀
行
文
を
発
表
し
た

り
し
た
。
し
か
し
、
世
界
文
学
史
の
う
え
で
独
特
の
位
置
を
永
遠
に
要
求
す
る
の
は
、
夫
の
生
前
に
書
い
た
こ

の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ま
た
は
今
様
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
』
一
作
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
伝
記
と
し
て
は
ヘ
レ
ン
・
ム
ー
ア
の
も
の
（
一
八
八
六
年
）
、
Ｆ
・
Ａ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
夫
人
の
も
の

（
一
八
八
九
年
）
ル
ー
シ
ー
・
マ
ド
ッ
ク
ス
・
ロ
ゼ
ッ
チ
の
も
の
（
一
八
九
〇
年
）
が
、
ふ
つ
う
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
　
（
訳
者
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
日
本
出
版
協
同

　
　
　1953
（
昭
和28

）
年8

月20

日
初
版
発
行

※
「
旧
字
、
旧
仮
名
で
書
か
れ
た
作
品
を
、
現
代
表
記
に
あ
ら
た
め
る
際
の
作
業
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
底
本

の
表
記
を
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

入
力
：
京
都
大
学
電
子
テ
ク
ス
ト
研
究
会
入
力
班
（
大
石
尺
）

校
正
：
京
都
大
学
電
子
テ
ク
ス
ト
研
究
会
校
正
班
（
大
久
保
ゆ
う
）

2009

年8

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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